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主 内な 容
Ｐ２－３　区長の皆さんを紹介します
Ｐ４－５　各種健診が６月から始まります
Ｐ７　　　いきいき安中健康21からのお知らせ

　４月20日（土）に、全国を巡回している全国訪問お
はなし隊が安中市図書館と松井田図書館を訪れまし
た。来場した親子など約140人が、紙芝居や絵本の読
み聞かせの「おはなし会」や、キャラバンカーに積まれ
たたくさんの絵本を楽しみました。

全国訪問おはなし隊がやってきました

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

６月１日号
平成25年

Vol.87

住民基本台帳人口（４月末日現在）人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯
日本人住民 外国人住民 合計

男

30,257

女

31,362

計

61,619

男

173

女

253

計

426

世帯数

24,355

市長対話の日
６月はお休みです
７月 27 日（土）　　　第２会議室
午前 10時～正午（受付は午前 11時まで）
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お
世
話
に
な
り
ま
す

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

（
平
成
25
年
度
）

　 市 と 市 民 の 皆 さ ん と の 橋 渡 し 役 と い う 重 要 な 仕 事 を

し て い た だ く 市 内 １ ０ ２ 区 の 平 成 25 年 度 の 区 長 の 皆 さ

ん を 紹 介 し ま す 。

　 皆 さ ん も ご 存 知 の よ う に 、 区 長 の 皆 さ ん に は 衛 生 、

防 犯 、 消 防 関 係 、 福 祉 事 業 の 推 進 、 さ ら に 道 路 や 河 川

の 問 題 に い た る ま で 、 地 域 の 代 表 者 と し て 、 幅 広 い 活

動 を し て い た だ い て い ま す 。

　 な お 、 各 地 区 の 区 長 の 皆 さ ん は 次 の ペ ー ジ の と お り

で す 。 （ 敬 称 略　 ５ 月 １ 日 現 在 ）
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各 種 検 診 が ６ 月 か ら 始 ま り ま す各 種 検 診 が ６ 月 か ら 始 ま り ま す各 種 検 診 が ６ 月 か ら 始 ま り ま す

集 団 検 診 の ① 大 腸 が ん 検 診 採 便 容 器 配 布 、 ② 胃 が ん バ リ ウ ム 検 診 ・ 大 腸 が ん 検 診 検 体 提 出 に つ い て

対
象

者

自
己
負
担
金

①
採
便
容
器
の

受
け
取
り

②
便
の
採
取

③
検
体
の
提
出

40
歳
以
上
の
人

30
0
円
（
70
歳
以
上
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
該
当
者
は
無
料
）

※
料
金
の
お
支
払
い
は
採
便
容
器
配
布
時
と
な
り
ま
す
。

集
団
検
診
の
場
合
は
下
記
の
日
程
で
容
器
配
布
を
行
い
ま
す
。
受
診
シ
ー
ル
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
配
ら
れ
た
人
は
ク
ー
ポ
ン
券
も
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

提
出
日
に
よ
っ
て
採
便
で
き
る
期
間
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
３
日
間
の
う
ち

２
日
分
の
便
を
採
取
し
て
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
１
日
１
本
）

左
ペ
ー
ジ
の
「
大
腸
が
ん
検
診
検
体
提
出
日
」
に
検
体
の
入
っ
た
容
器
、受
診
シ
ー

ル
、
問
診
内
容
を
記
載
し
た
受
診
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
場
合
は
、
ま
ず
採
便
容
器
を
受
け
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
下
の
日
程
表

で
指
定
さ
れ
た
日
時
に
採
便
容
器
を
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
左
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
該
当
す
る
日
時
に
検
体
・
受
診
票
・
受
診
シ
ー
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
二
日
法
）

　 今 年 度 は 、 ５ 月 末 頃 、 オ レ ン ジ 色 の 封 筒 に 各 種 検 診 の 受 診 票 と

受 診 シ ー ル を 対 象 者 全 員 に 送 付 し て お り ま す 。

　 集 団 検 診 ・ 個 別 検 診 を 受 診 の 際 は 、 そ の 封 筒 に 入 っ て い る 『 各

種 検 診 受 診 シ ー ル 』 が 必 要 と な り ま す 。

　 受 診 時 に シ ー ル が お 手 元 に な い 場 合 は 、 検 診 が 受 け ら れ ま せ ん

の で ご 注 意 く だ さ い 。

　 大 腸 が ん の 個 別 検 診 に つ い て は 、 オ レ ン ジ 色 の 封 筒 に 実 施 医 療

機 関 な ど の 案 内 が 入 っ て い ま す の で 、 そ ち ら を ご 確 認 く だ さ い 。

　 な お 、 胃 が ん バ リ ウ ム 検 診 は 集 団 検 診 の み の 実 施 と な り ま す 。

【
注
意
事
項
】

・
受
診
シ
ー
ル
を
持
参
す
れ
ば
、
代
理
の
人
で
も
容
器
を
お
渡
し
で
き
ま
す
。

・
個
別
検
診
（
医
療
機
関
で
の
検
診
）
を
ご
希
望
の
人
は
、
採
便
容
器
を
医
療
機
関
で
受
け
取
り
、
採
便
後
は
そ
の

医
療
機
関
へ
検
体
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
６
月
１
日
～
翌
年
１
月
31
日
ま
で
の
期
間
）

・
誤
っ
て
容
器
を
購
入
し
た
場
合
、
容
器
代
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
同
様
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診

６
月
17
日

（
月
）

６
月
18
日

（
火
）

６
月
19
日

（
水
）

６
月
20
日

（
木
）

６
月
21
日

（
金
）

大
腸
が
ん
検
診
採
便
容
器
配
布
　
日
程
表

細
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

九
十
九
創
作
館

西
横
野
定
住
セ
ン
タ
ー

八
城
西
住
民
セ
ン
タ
ー

臼
井
小
学
校

横
川
東
住
民
セ
ン
タ
ー

入
牧
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

坂
本
公
民
館

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

板
鼻
公
民
館

岩
野
谷
公
民
館

東
横
野
公
民
館

磯
部
公
民
館

原
市
公
民
館

秋
間
公
民
館

後
閑
公
民
館

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
9:
00
～
10
:0
0

午
前
10
:3
0～
11
:3
0

午
後
1:
30
～
2:
30

午
後
3:
00
～
4:
00

午
前
10
:0
0～
10
:3
0

午
前
11
:0
0～
11
:3
0

午
後
1:
30
～
2:
00

午
後
3:
00
～
3:
30

午
前
9:
30
～
11
:0
0

午
後
1:
30
～
2:
30

午
後
3:
00
～
4:
00

午
前
9:
00
～
10
:0
0

午
前
10
:3
0～
11
:3
0

午
後
1:
30
～
2:
30

午
後
3:
00
～
4:
00

午
前
9:
30
～
10
:3
0

午
後
2:
00
～
4:
00

日
　
程

会
　
場

時
　
間

　
健
康
づ
く
り
課
窓
口
・
　
保
健
福
祉
課
窓
口
で
の
容
器
配
布
期
間

６
月
17
日
～
８
月
28
日
（
午
前
8:
30
～
午
後
5:
15
ま
で
　
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

対
象

者
自
己
負
担
金

必
要
な
物

40
歳
以
上
の
人

50
0
円
（
70
歳
以
上
は
無
料
）

胃
が
ん
検
診
受
診
票

胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
受
診
シ
ー
ル
（
は
が
さ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

【
注
意
事
項
】

・
胃
の
バ
リ
ウ
ム
検
診
を
受
け
る
人
は
、
当
日
朝
は
何
も
食
べ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
た
ば
こ
も
控
え
て
く
だ
さ
い
。
検
診
の
3時
間
前

く
ら
い
で
し
た
ら
、
水
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
は
飲
ん
で
も
検
査
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
胃
を
切
除
さ
れ
た
人
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
・
大
腸
に
疾
患
の
あ
る
人
な
ど
は
、
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
受
診
票

に
詳
細
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
検
診
を
受
け
る
前
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

・
休
日
検
診
の
希
望
や
検
診
日
程
の
変
更
に
つ
い
て
の
連
絡
は
不
要
で
す
。

・
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
同
様
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
月
13
日（
土
）

７
月
28
日（
日
）

８
月
５
日（
月
）

８
月
６
日（
火
）

８
月
19
日（
月
）

８
月
７
日（
水
）

８
月
20
日（
火
）

８
月
27
日（
火
）

８
月
１
日（
木
）

８
月
２
日（
金
）

７
月
31
日（
水
）

７
月
10
日（
水
）

８
月
21
日（
水
）

８
月
22
日（
木
）

８
月
８
日（
木
）

８
月
９
日（
金
）

８
月
29
日（
木
）

７
月
１
日（
月
）

７
月
４
日（
木
）

７
月
20
日（
土
）

７
月
30
日（
火
）

７
月
12
日（
金
）

７
月
25
日（
木
）

７
月
９
日（
火
）

６
月
27
日（
木
）

６
月
28
日（
金
）

６
月
26
日（
水
）

６
月
25
日（
火
）

６
月
24
日（
月
）

胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
検
体
提
出
　
日
程
表

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

原
市
公
民
館

磯
部
公
民
館

東
横
野
公
民
館

岩
野
谷
公
民
館

板
鼻
公
民
館

秋
間
公
民
館

後
閑
公
民
館

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

臼
井
小
学
校

横
川
東
住
民
セ
ン
タ
ー

坂
本
公
民
館

入
牧
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

西
横
野
定
住
セ
ン
タ
ー

八
城
西
住
民
セ
ン
タ
ー

九
十
九
創
作
館

細
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

休
日
検
診
（
希
望
者
）

休
日
検
診
（
希
望
者
）

安
中
１
区
・
２
区
・
２
－
２
区
・
３
区

安
中
４
区
・
５
区
・
６
区
・
７
区

安
中
８
区
・
９
区
・
１
０
区
・
１
１
区
・
１
２
区

原
市
１
区
・
２
区
・
３
甲
区

原
市
３
乙
区
・
４
区
・
５
区

原
市
６
区
・
７
区
・
８
区
・
９
区

磯
部
１
区
・
２
区
・
３
区

磯
部
４
区
・
５
区

東
横
野
地
区
（
全
区
）

岩
野
谷
地
区
（
全
区
）

板
鼻
１
区
・
２
区
・
３
区
・
４
区

板
鼻
５
区

秋
間
１
区
・
２
区
・
み
の
り
が
丘
区

秋
間
３
区
・
４
区
・
５
区

後
閑
地
区
（
全
区
）

森
崎
・
上
町
・
仲
町
・
下
町
・
紺
屋
町
・
北
横
町
・
南
横
町
・

新
田
・
琵
琶
ノ
窪

源
ヶ
原
・
上
本
町
・
本
町
・
新
堀
中
宿
・
新
町

休
日
検
診
（
希
望
者
）

五
料
西
・
五
料
中
・
五
料
東

横
川
西
・
横
川
東

坂
本
１
区
・
２
区
・
原

入
牧
１
区
・
２
区

上
人
見
・
法
正
寺
・
塚
原
・
大
王
寺

高
野
谷
戸
・
二
軒
在
家
・
鳥
留
北
・
鳥
留
南
・
別
所

八
城
西
・
八
城
東
・
行
田

下
増
田
・
高
梨
子
・
国
衙
百
石
・
小
日
向

土
塩
西
・
土
塩
東
・
新
井
・
上
増
田
東
・
上
増
田
西

7/
11
・
7/
12
・
7/
13

7/
26
・
7/
27
・
7/
28

8/
3・
8/
4・
8/
5

8/
4・
8/
5・
8/
6

8/
17
・
8/
18
・
8/
19

8/
5・
8/
6・
8/
7

8/
18
・
8/
19
・
8/
20

8/
25
・
8/
26
・
8/
27

7/
30
・
7/
31
・
8/
1

7/
31
・
8/
1・
8/
2

7/
29
・
7/
30
・
7/
31

7/
8・
7/
9・
7/
10

8/
19
・
8/
20
・
8/
21

8/
20
・
8/
21
・
8/
22

8/
6・
8/
7・
8/
8

8/
7・
8/
8・
8/
9

8/
27
・
8/
28
・
8/
29

6/
29
・
6/
30
・
7/
1

7/
2・
7/
3・
7/
4

7/
18
・
7/
19
・
7/
20

7/
28
・
7/
29
・
7/
30

7/
10
・
7/
11
・
7/
12

7/
23
・
7/
24
・
7/
25

7/
7・
7/
8・
7/
9

6/
25
・
6/
26
・
6/
27

6/
26
・
6/
27
・
6/
28

6/
24
・
6/
25
・
6/
26

6/
23
・
6/
24
・
6/
25

6/
22
・
6/
23
・
6/
24

日
　
程
受
付
時
間
　
午
前
8:
30
～
11
:0
0（
全
会
場
共
通
）　
※
番
号
札
は
8:
00
か
ら
配
布
予
定
（
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
の
み
）

会
　
　
　
場

該
　
　
当
　
　
地
　
　
区

採
便
で
き
る
期
間

本
松

が
ん
検
診

　
愛
す
る
家
族
へ
の

　
　
　
　
　
贈
り
も
の

問
合
せ

▼

　
健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

自
分
自
身
や
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、

が
ん
検
診
を
受
診
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

自自自自
分分分分
自自自自
身身身身
やややや
ああああ
なななな
たたたた
をををを
必必必必
要要
とととと
すすすす
るるるる
人人人人
のののの
たたたた
めめめめ
にににに
もももも
、、、、

自
分
自
身
や
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、

が
ん
検
診
を
受
診
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

自
分
自
身
や
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
も
、

が
ん
検
診
を
受
診
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
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個別健診が個別健診が
始まりました始まりました

国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査

個別健診が個別健診が
始まりました始まりました

国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査

個別健診が
始まりました

国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査

　平成25年度の国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査は市内の下記医療機関で受診することができます。
　個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関で実施することをいいます。医療機関や市から日時を
指定することはありませんので、下記により、希望する医療機関で受診してください。
※集団健診は、8月23日（金）から始まります。
期間 ▼６月１日（土）～11月30日（土）
料金 ▼無料
健診機関 ▼下記の医療機関　（※印の医療機関は予約が必要です）

注意事項
◆受診票・受診券と保険証を必ず持参してください。
◆受診票・受診券裏面の質問票は必ず記入してください。
◆午前中のみの受診となります。
◆朝食を食べずに受診してください（薬を服用している人は事前にかかりつけ医とご相談ください）。

その他
◆受診票・受診券は、個別健診・集団健診共通です。
◆安中市国民健康保険の資格を喪失した場合、または後期高齢者医療制度加入者で市外に転出した場合は、市か
ら送付した受診票・受診券では受診できません。すみやかに受診票・受診券を市へお返しください。資格喪失
後に受診した場合は全額自己負担になります。
◆個別健診と集団健診のどちらか一方の受診となります。重複して受診した場合はあとから受けた健診費用は全額
自己負担になります。
◆事業所などにお勤めの人で、事業所などが行う健診を受けた場合は、この健診を受ける必要はありません。お手
数ですが、健診結果を　国保年金課へお知らせください。
◆被用者保険の被扶養者の人の特定健康診査も上記医療機関で受診することができます。
◆市の人間ドックを受診する人は、健診項目が重複するため受診できません。
◆肝炎ウイルス検診を同時に実施します（対象者は肝炎ウイルス検診を受けたことがない人）。
◆平成 23年度から、腎臓機能の状態を測定するために、クレアチニンと尿素窒素の検査を同時に実施しています。
◆４月以降に国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入された人で健康診査の受診を希望される場合は下記まで
お問い合わせください。

問合せ ▼　国保年金課国保係（☎内線１１１３・１１１４）

医療機関名
385-1511

381-0485

380-1717

381-2201

381-0448

380-1181

385-1351

393-5311

ア ミ ヤ 医 院
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科内科クリニック
いわい中央クリニック　※
上 杉 医 院 ※
大貫クリニック　※
お に か た 医 院　※
く ろ さ わ 医 院

385-8221

385-8551

382-1123

385-7858

382-3131

393-1731

393-1005

公 立 碓 氷 病 院　※
櫻 井 内 科 医 院　※
正 田 病 院　※
城 田 医 院　※
須 藤 病 院　※
田 口 医 院
武井内科循環器科

385-6031

393-1324

381-0229

382-1255

393-1301

384-1126

382-2510

半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院　※
堀 口 医 院　※
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院　※
茂 木 内 科 医 院　※

50音順

本

本



禁煙週間　５月31日～６月６日

　たばこは健康面で悪影響を及ぼすばかりでなく「依存性」という魔力も併せ持つので、
いざ禁煙しようと思ってもこれが意外と難しい…。まずは禁煙したいという気持ちが大切
です。たばことの生活をもう一度見直してみませんか？

７ 市  役  所　  ３８２－１１１１７ 市  役  所　  ３８２－１１１１

安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画

『　　　　　　安中健康２１』
からのお知らせ

GOOD  FOR  THE  HEALTH・
G
O
O
D  FOR  THE  HEALTH・GOOD

  FO
R  

TH
E  
HE
AL
TH
・
G
O
O
D 
 FO
R  

TH
E  H
EALTH・

健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

歯と口の健康メモ

歯と口の健康週間　６月４日～10日　「健康は　食から　歯から　元気から」

喫煙（たばこ）の健康メモ

　歯は、食べ物を噛んで消化し
やすくするだけではなく、発音
を助けたり、顔の形を整えたり
ととても重要な役割をもってい
ます。このことから、歯が健康
であると、食事や会話を楽しむ
ことができ、さらには、よく噛んで食べることで食べ
すぎを防いでくれるなど、歯を健康に保つことは豊
かな生活を送るために欠かせないことと言えます。
　歯は、１本でも失うと、上述したさまざまなバランスが
崩れてしまい、健康を保つことが難しくなってきます。
　歯を失う原因は、歯周病とむし歯が大半を占めて
います。とくに自覚症状がなくても、１年に１度は歯
科健診をうけましょう。

次回は、７月に『健康増進計画のアンケート集計経過報告』を予定しています

知っておきたい噛む効果
歯が元気だと物を噛むことができ食事もおいしく食べられます。噛
めば噛むほど、甘さを感じ、脳にある満腹感を作り出す物質が増加
します。
この作用で食べ過ぎを防いでくれます。また噛むことでエネルギー
代謝が推進され体脂肪の減少につながると考えられています。

たばこのリスク
１．さまざまな病気に影響を及ぼす
肺がん・喘息・気管支炎・虚血性心疾患・脳血管疾患・
胃潰瘍・歯周病などの原因とされています。
２．女性・子どもへの影響
肌荒れ・シミ・しわを招き、骨粗鬆症のリスクも高めます。
また妊娠中は、胎児が低酸素状態になり、流早産、子宮内発
育不全、低体重の原因となります。

受動喫煙と分煙
受動喫煙とは、たばこを吸わない人が他人のたばこの煙を吸
わされることを言います。
喫煙者本人が吸う煙（主流煙）に比
べて受動喫煙の煙（副流煙）の方が
何倍もの有害物質を含んでおり、非
喫煙者に対してさまざまな健康影
響を与えます。

デンタルグッズ（歯科用品）を上手に使おう
理想的な歯みがきは習慣だけでなく方法や器具が正しくなければ
いけません。歯の表面だけでなく、歯と歯肉の間の歯垢もしっかり除
去することが重要です。そのためには歯ブラシだけでなく、糸ようじ
（デンタルフロス）・歯間ブラシなどを組み合わせることが大事です。

『ＮＥＷ こまめ体操教室
　～秋コース～』参加者募集のお知らせ参加者募集のお知らせ参加者募集のお知らせ

８月23日（金）
９月９日（月）
９月25日（水）
10月10日（木）

9:30～11:30
9:30～11:30
9:30～11:30
9:30～11:30

場　　　所
総合体育館体操室
安中市保健センター
安中市保健センター
総合体育館体操室

内　　　容
食事調査・ウォーキング（基礎編）
体組成計測定・目標設定・10の筋力トレーニング
血管年齢測定・目標確認・くびれ体操
骨密度測定・評価・ウォーキング（応用編）

日　　　　時

申込み ▼各日時一週間前までに電話申し込み（土・日・祝日を除く）　先着25人（定員になり次第締め切ります）
対象者 ▼すべて参加できる市民で、昭和18年4月1日～昭和49年3 月31日生まれの人。（２回目以降の参加は、測定・記念品はありません。）
持ち物 ▼運動できる服装・体育館シューズ（体育館のみ）・タオル・飲み物
※冬コースも開催予定です。日程については、いきいき安中健康21のお知らせ、または健康づくり課までお問い合わせください。

問合せ ▼　健康づくり課予防係（☎内線１１７２）本



８
広
報
あ
ん
な
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２
０１
３
年
６
月
１
日
号

９
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

＝
本
庁
舎

＝
松
井
田
庁
舎

＝
谷
津
庁
舎

＝
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

＝
ス
ポ
ー
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セ
ン
タ
ー

本
松

谷
ク

ス

予
算
執
行
状
況

平
成
24
年
度
下
半
期

安
中
市
財
政
事
情
の
公
表

　
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
の
本
市
の
財
政
事

情
を
公
表
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
５
月
１
日

安
中
市
長
　
岡
　
田
　
義
　
弘

問
合
せ

▼
　財

政
課
財
務
係

　
　
　
　
（
☎
内
線
１
０
５
２
）

歳　 　 入

市
有
財
産
の
状
況

国
民
健
康
保
険

予
算
額
　
74
億
9,
04
2万
3千
円

収
入
率
　
90
.3
6%

執
行
率
　
87
.0
6%

後
期
高
齢
者
医
療

予
算
額
　
7億
65
万
7千
円

収
入
率
　
97
.8
8%

執
行
率
　
86
.3
8%

介
護
保
険

予
算
額
　
52
億
2,
73
2万
8千
円

収
入
率
　
91
.2
8%

執
行
率
　
86
.1
9%

下
水
道
事
業

予
算
額
　
10
億
6,
68
6万
8千
円

収
入
率
　
83
.8
5%

執
行
率
　
67
.9
7%

恵
み
の
湯
事
業

予
算
額
　
1億
9,
19
9万
8千
円

収
入
率
　
91
.1
3%

執
行
率
　
86
.0
9%

特
別
会
計

建
物 27
7,0
86
.4
1㎡

車
両

28
9台

証
券

19
億
8,
21
2万
2千
円

基
金

73
億
7,2
42
万
2千
円

山
林 9,
04
7,4
05
.5
1㎡

山
林
以
外
の
土
地

2,
47
1,1
56
.0
2㎡

土土    地土    地土  地

市
税

地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

市
債

諸
収
入

繰
越
金

地
方
消
費
税
交
付
金

地
方
譲
与
税

使
用
料
及
び
手
数
料

そ
の
他

０
２
０
億

４
０
億

１
０
０
億

１
１
０
億

市
税
の
収
入
状
況

市
債
の
状
況

市
民
税

　
収
入
済
額

　
53
億
5,
22
3万
6千
円

　
収
入
率
　
10
1.
06
%

固
定
資
産
税

　
収
入
済
額

　
46
億
9,
91
7万
4千
円

　
収
入
率
　
10
7.7
2%

市
た
ば
こ
税

　
収
入
済
額

　
3億
5,1
21
万
9千
円

　
収
入
率
　
11
0.
08
%

都
市
計
画
税

　
収
入
済
額

　
2億
3,
39
4万
8千
円

　
収
入
率
　
99
.2
3%

収
入
済
額
合
計

10
7億
9,
48
2万
5千
円

総
収
入
率

10
4.
08
%

市
中
銀
行

　
41
億
37
1万
4千
円

　
15
.8
6％

そ
の
他

　
13
3億
1,
22
6万
7千
円

　
51
.4
6％

特
別
会
計
債

　
55
億
6,
12
2万
円

　
21
.5
0％

目
的
別
残
高

25
8億
7,0
92
万
円

借
入
先
別
残
高

25
8億
7,0
92
万
円

土
木
債

　
44
億
4,
06
5万
1千
円

　
17
.16
％ 教
育
債

　
21
億
4,
06
5万
1千
円

　
8.
27
％

民
生
債

　
4億
1,
61
3万
1千
円

　
1.
61
％

そ
の
他

　
5億
8,
93
7万
2千
円

　
2.
28
％

上
段
：
予
算
額
　
26
3億
5,
00
3万
2千
円

下
段
：
収
入
済
額
　
21
8億
4,
29
4万
3千
円

収
入
率
：
82
.9
0％

入
湯
税

　
収
入
済
額

　
2,
41
3万
6千
円

　
収
入
率

　
92
.5
0%

軽
自
動
税

　
収
入
済
額

　
1億
3,
41
1万
2千
円

　
収
入
率
　
10
1.
53
%

財
務
省

　
10
1億
39
1万
4千
円

　
39
.0
6％

財
務
省

　
10
1億
39
1万
4千
円

　
39
.0
6％

財
務
省

　
10
1億
39
1万
4千
円

　
39
.0
6％

郵
貯
・
簡
保
管
理
機
構

　
38
億
92
9万
6千
円

　
14
.7
2％

郵
貯
・
簡
保
管
理
機
構

　
38
億
92
9万
6千
円

　
14
.7
2％

郵
貯
・
簡
保
管
理
機
構

　
38
億
92
9万
6千
円

　
14
.7
2％

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構

　
72
億
6,
46
2万
4千
円

　
28
.0
8％

33
億
6,
14
1万
9千
円

35
億
7,
47
3万
2千
円

26
億
6,
76
4万
8千
円

19
億
2,
46
5万
8千
円

15
億
4,
46
1万
7千
円

  9
億
8,
12
8万
3千
円

42
億
6,
79
0万
円

  9
億
3,
29
0万
円

9億
1,
54
3万
3千
円

9億
1,
50
6万
3千
円

6億
9,
82
5万
3千
円

6億
9,
82
5万
3千
円

5億
4,
36
1万
1千
円

5億
4,
36
1万
1千
円

3億
7,
34
0万
円

3億
4,
89
4万
1千
円

3億
6,
92
8万
2千
円

3億
4,
23
6万
7千
円

12
億
3,
68
5万
5千
円

  7
億
86
31
万
円

10
3億
7,
16
1万
4千
円

10
7億
9,
48
2万
5千
円

33
億
6,
14
1万
9千
円

35
億
7,
47
3万
2千
円

26
億
6,
76
4万
8千
円

19
億
2,
46
5万
8千
円

15
億
4,
46
1万
7千
円

  9
億
8,
12
8万
3千
円

42
億
6,
79
0万
円

  9
億
3,
29
0万
円

9億
1,
54
3万
3千
円

9億
1,
50
6万
3千
円

6億
9,
82
5万
3千
円

6億
9,
82
5万
3千
円

5億
4,
36
1万
1千
円

5億
4,
36
1万
1千
円

3億
7,
34
0万
円

3億
4,
89
4万
1千
円

3億
6,
92
8万
2千
円

3億
4,
23
6万
7千
円

12
億
3,
68
5万
5千
円

  7
億
86
31
万
円

10
3億
7,
16
1万
4千
円

10
7億
9,
48
2万
5千
円

33
億
6,
14
1万
9千
円

35
億
7,
47
3万
2千
円

26
億
6,
76
4万
8千
円

19
億
2,
46
5万
8千
円

15
億
4,
46
1万
7千
円

  9
億
8,
12
8万
3千
円

42
億
6,
79
0万
円

  9
億
3,
29
0万
円

9億
1,
54
3万
3千
円

9億
1,
50
6万
3千
円

6億
9,
82
5万
3千
円

6億
9,
82
5万
3千
円

5億
4,
36
1万
1千
円

5億
4,
36
1万
1千
円

3億
7,
34
0万
円

3億
4,
89
4万
1千
円

3億
6,
92
8万
2千
円

3億
4,
23
6万
7千
円

12
億
3,
68
5万
5千
円

  7
億
86
31
万
円

10
3億
7,
16
1万
4千
円

10
7億
9,
48
2万
5千
円

歳　 　 出

民
生
費

教
育
費

公
債
費

総
務
費

衛
生
費

消
防
費

土
木
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

議
会
費

そ
の
他

０
１
０
億

２
０
億

３
０
億

４
０
億

５
０
億

６
０
億

９
０
億

上
段
：
予
算
額
　
26
3億
5,
00
3万
2千
円

下
段
：
支
出
済
額
　
18
4億
4,
50
7万
2千
円

執
行
率
：
70
.0
0％

57
億
6,
39
4万
7千
円

33
億
76
4万
1千
円

23
億
8,
82
5万
8千
円

22
億
3,
18
0万
7千
円

30
億
21
5万
9千
円

19
億
5,
58
4万
5千
円

21
億
5,
18
0万
3千
円

16
億
3,
38
2万
5千
円

16
億
7,
27
0万
6千
円

  7
億
6,
99
1万
2千
円

6億
9,
58
5万
8千
円

5億
5,
19
0万
8千
円

5億
4,
15
1万
7千
円

4億
8,
06
2万
5千
円

2億
7,
01
9万
9千
円

2億
6,
79
3万
円

7,
33
9万
9千
円

3,
51
1万
5千
円

10
億
2,
90
7万
4千
円

  8
億
5,
45
5万
8千
円

87
億
6,
11
1万
2千
円

63
億
5,
59
0万
6千
円

57
億
6,
39
4万
7千
円

33
億
76
4万
1千
円

23
億
8,
82
5万
8千
円

22
億
3,
18
0万
7千
円

30
億
21
5万
9千
円

19
億
5,
58
4万
5千
円

21
億
5,
18
0万
3千
円

16
億
3,
38
2万
5千
円

16
億
7,
27
0万
6千
円

  7
億
6,
99
1万
2千
円

6億
9,
58
5万
8千
円

5億
5,
19
0万
8千
円

5億
4,
15
1万
7千
円

4億
8,
06
2万
5千
円

2億
7,
01
9万
9千
円

2億
6,
79
3万
円

7,
33
9万
9千
円

3,
51
1万
5千
円

10
億
2,
90
7万
4千
円

  8
億
5,
45
5万
8千
円

87
億
6,
11
1万
2千
円

63
億
5,
59
0万
6千
円

57
億
6,
39
4万
7千
円

33
億
76
4万
1千
円

23
億
8,
82
5万
8千
円

22
億
3,
18
0万
7千
円

30
億
21
5万
9千
円

19
億
5,
58
4万
5千
円

21
億
5,
18
0万
3千
円

16
億
3,
38
2万
5千
円

16
億
7,
27
0万
6千
円

  7
億
6,
99
1万
2千
円

6億
9,
58
5万
8千
円

5億
5,
19
0万
8千
円

5億
4,
15
1万
7千
円

4億
8,
06
2万
5千
円

2億
7,
01
9万
9千
円

2億
6,
79
3万
円

7,
33
9万
9千
円

3,
51
1万
5千
円

10
億
2,
90
7万
4千
円

  8
億
5,
45
5万
8千
円

87
億
6,
11
1万
2千
円

63
億
5,
59
0万
6千
円

８
０
億

本



１０広報あんなか　２０１３年６月１日号

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
公
的
年

金
制
度
で
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
を
は
じ
め
、

次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
が
、

○
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

　

↓
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

○
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
本
人
の
収
入
減
な
ど
に
よ
り
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配

偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　

↓
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届

け
出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
が
、

○
退
職
し
た
と
き

　

↓
本
人
が　

国
保
年
金
課
ま
た
は　

住
民
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
退
職
し
て
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　

↓
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届

け
出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
が
、

○
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

　

↓
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

○
本
人
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ

た
と
き

　

↓
本
人
が　

国
保
年
金
課
ま
た
は　

住
民
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納
と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
日
本
年
金
機
構

が
委
託
し
た
会
社
が
電
話
に
よ
り
納
付
書
の
再
発
行
な
ど
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内
は
、
平
日
だ
け
で
は
な
く
、
土
・
日
曜
日
や
夜
間
に
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

※

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み
案
内
な
ど
は
一
切
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
「
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー 

前
橋
」
で
は
、
年
金
事
務
所
と
同
様
に
、
来
訪
に
よ
る
年

金
相
談
や
年
金
請
求
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
街
角
の
年

金
相
談
セ
ン
タ
ー
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
が
委
託
を
さ

れ
、
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
）

　

来
訪
の
際
に
は
、
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

代
理
人
が
来
訪
相
談
さ
れ
る
場
合
に
は
、本
人
か
ら
の
依
頼
状
（
委
任
状
）
が
必
要
で
す
。

所
在
地
▼
JA
（
群
馬
県
農
協
）
ビ
ル
３
階
（
前
橋
市
亀
里
町
１
３
１
０
）

相
談
受
付
時
間
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室
（
☎
３
２
２

－

７
７
５
３
）

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
け
出
が
必
要
で
す

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
皆
さ
ん
に
は

電
話
に
よ
る
納
付
書
の
再
発
行
な
ど
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

「
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー 

前
橋
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

本

松

本

松



１１市  役  所　  ３８２－１１１１１１市  役  所　  ３８２－１１１１

からのおしらせからのおしらせからのおしらせ
　

市
で
は
市
民
税
世
帯
非
課
税
で
、
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
人
の
う
ち
、
収
入
や
世
帯
の
状
況
、
利
用
者
負
担
な
ど

を
総
合
的
に
考
慮
し
、
生
計
が
困
難
と
市
が
認
め
た
人
に
つ
い
て
利
用

者
負
担
額
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０
万
円
（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
）
以
下

　
（
保
険
料
が
第
一
段
階
の
人
お
よ
び
第
二
・
三
段
階
の
一
部
の
人
）

②
預
貯
金
額
な
ど
が
単
身
世
帯
で
３
５
０
万
円
（
世
帯
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た
額
）
以
下

③
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

　

こ
の
軽
減
の
対
象
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
福
祉
法
人
（
利
用
者
負
担
の

軽
減
を
実
施
し
て
い
る
法
人
）
が
行
っ
て
い
る
次
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

１　

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　
　
（※

保
険
料
第
一
段
階
の
人
が
該
当
）

２　

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

３　

短
期
入
所
生
活
介
護
（
福
祉
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

４　

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

　

介
護
費
負
担
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
１
割
負
担
）、食
費
、

居
住
費
に
つ
い
て
利
用
者
負
担
の
１
／
４
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は

１
／
２
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
を
す
る
人
は
、　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係
・　

保
健
福
祉
課
健

康
介
護
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
▼
随
時

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　

利
用
者
負
担
額
軽
減
制
度
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
で
受
給
し
て
い
る
年
金
が
年

額
18
万
円
以
上
の
人
は
、
原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
年
金
は
老
齢
・
退
職
年
金
、

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
で
す
。

　

し
か
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
な
ど
は
、
市
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
納
付
通
知
書
で
各
自
、
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

受
給
し
て
い
る
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
人

●
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人
（
概
ね
６
カ
月
か
ら
１
年
後
に

年
金
天
引
き
に
な
り
ま
す
）

●
年
度
途
中
で
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
（
概
ね
６
カ

月
か
ら
１
年
後
に
年
金
天
引
き
に
な
り
ま
す
）

●
年
度
途
中
で
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た
人

●
年
度
途
中
で
保
険
料
が
減
額
に
な
っ
た
人

●
年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停
止
に
な
っ
た
人

●
年
度
途
中
で
保
険
料
が
増
額
に
な
っ
た
人
（
増
額
さ
れ
た
分
を

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　

平
成
25
年
度
分
の
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
納
付
通
知
書
の
発
送
は
７

月
中
旬
以
降
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
市
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
通

知
書
を
持
参
の
う
え
、
納
期
限
内
に
納
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

市
の
指
定
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

通
常
納
期
限
は
、７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
年
８
回
で
各
月
末
（
金

融
機
関
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

　

ま
た
口
座
振
替
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
申
し
込
み
に
は
納
付
通

知
書
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
の
３
点
を
持
参
の
う
え
、
市

の
指
定
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
開
始
は
、
申
し
込
み
さ
れ
た
月
の
翌
月
以
降
と

な
り
ま
す
。
各
納
期
限
の
日
に
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残
高

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
１
１
８
７
）

　
　
　
　
　

保
健
福
祉
課
健
康
介
護
係
（
☎
内
線
２
１
５
１
）

介
護
保
険
料
納
付
の
お
願
い

本

本

松

松



１２広報あんなか　２０１３年６月１日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

高齢者在宅福祉サービスのご案内
事　業　名

生きがい対応型
デイサービス

国民宿舎
「裏妙義」
利用助成

福祉車両貸出

日常生活用具給付等

老人おむつサービス

老人住宅改造
補修費助成

はり、きゅう、
マッサージ助成

布団乾燥・
丸洗いサービス

介護用車両助成

配食サービス

タクシー利用券助成

緊急通報装置設置

在宅訪問
理美容サービス

対象者およびサービス内容
比較的元気な 65 歳以上の在宅高齢者が対象で地元の施設を活用して、
教養講座、手芸、軽スポーツなどを実施します（介護保険の認定を受け
ている人は対象外）。
■月１回の実施で、当日は昼食代として600 円が必要
市内の 65歳以上の高齢者に対して利用料の一部を助成します。
■宿泊 :１人１泊 3,000 円を助成（年２回を限度）
■休憩 :１人１回1,000 円を助成（年５回を限度）
車椅子を使用する要援護高齢者や身体障害者を同乗して通院や買い物に
出かけるための車両を貸出します。
■ガソリンを満タンにして車両を返却
日常生活に支障のある在宅高齢者などであって、在宅生活の維持や介護
者負担の軽減を図ります（介護保険の認定を受けており車椅子やベッドの
給付が可能な人は除く）。
■貸出　車椅子やベッド（ベッドの運搬は有料）
65 歳以上の在宅高齢者であって、防火などの配慮が必要な１人暮らしの
人が対象です （対象者本人の所得税額による制限あり）。
■給付　電磁調理器や自動消火器（申請には担当民生委員の意見が必要）
65 歳以上の在宅高齢者であって、寝たきりまたは認知症で常時失禁状態
にある人が対象です。
■対象者の所得税額により給付の限度額が異なる
■入院や短期入所などで在宅を離れる場合は休止または廃止する
65 歳以上の在宅高齢者で介護保険の認定を受けている人が、在宅生活の
維持のために住宅を改造・補修する場合に助成します（増築の場合は対
象外）。
■生計中心者の所得税額による制限あり
■助成は対象工事費の６分の５を補助（補助の上限は 50万円）
70 歳以上の高齢者が市と契約している施術所で「はり」、「きゅう」、「マッ
サージ」の施術を受ける場合に助成します。
■対象者本人の所得税額による制限あり
■申請により割引券を交付（助成額は、1,000 円／枚で年６枚以内を限度。
ただし、申請した月で交付枚数が異なる）
65 歳以上の在宅高齢者であって、寝たきりまたは虚弱な１人暮らしの人が
対象です。
■生計中心者の所得に応じて費用の負担あり
65 歳以上の在宅高齢者で、要介護認定を受けており車椅子の使用が見込
まれる人を乗車させる車両を購入または改造する場合に助成します（助成
は１台限りとし、補助対象経費上限100万円の３分の２を補助）。
65 歳以上の在宅高齢者であって、単身世帯、高齢者のみの世帯、日中独
居となる世帯で、食事の調理が困難で安否の確認が必要な人が対象です。
■昼食について週５回以内が利用可能（利用者負担あり）
タクシー以外の交通機関を利用することが困難な高齢者などを対象にタク
シー料金の一部を助成します。
お住まいの地域により申請窓口が異なりますのでご注意ください。
（安中地域＝　介護高齢課・松井田地域＝　保健福祉課）
65 歳以上の在宅高齢者であって、身体状況の理由により日常生活に支障
がある１人暮らしなどの人が対象です（電話回線を使用して装置を設置）。
■申請時に緊急連絡先（親族や協力者）の登録と担当民生委員の意見が
必要
65 歳以上の在宅高齢者であって、要介護度が４または５の人および要介
護認定を受けている外出困難者で同居者の支援が得られない人が対象で
す。（施設入所者や入院中の人は対象外、理美容サービスはカットのみ）
■申請により利用の決定を受けた人には利用券を交付します。
■利用券１枚で１回の理美容サービスが受けられます。

申請窓口

ＪＡ福祉センター
☎380－1102

国民宿舎
「裏妙義」
☎395-2631

社会福祉協議会
本所☎382-8397
支所☎393-3948

　介護高齢課
（☎内線１１８１）

　保健福祉課
（☎内線２１５１）

問合せ ▼　介護高齢課高齢者対策係（☎内線１１８１）
　　　　　保健福祉課健康介護係（☎内線２１５１）

本

松

本

松

本 松



問合せ ▼　介護高齢課地域包括支援センター（☎内線１１８８・１１８９）

１９１９ 市  役  所　  市  役  所　  ３８２－１１１１３８２－１１１１１３ 市  役  所　  ３８２－１１１１

本

「基本チェックリスト」を送付します
　市では、高齢者が健康でいきいきとした生活が送れるように、できるだけ身体の機能を維持し、または改善していくこ
とを目標とした介護予防事業に取り組んでおります。
　その第一歩として、本市に在住する介護認定を受けていない65歳以上の人の状態を把握させていただくために、「平
成 25年度基本チェックリスト（両面印刷）」を直接郵送しております。この基本チェックリストに必要事項を記入し、同封
の封筒にてご返送ください。
　お手数をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　なお、発送の日程は下記のとおりです。

発送予定日

７月１日（月）

８月１日（木）

発送地区

発送地区

安中　岩野谷　板鼻

松井田　臼井　坂本

西横野　九十九　細野

原市　磯部　東横野

秋間　後閑

返信期日

返信期日

７月31日（水）まで

8月31日（土）まで

対 象 者 介護認定を受けていない65歳以上の人（平成25年3月31日現在）

※「基本チェックリスト」の結果により必要な人には、運動器の機能向上教室や口腔機能の向上教室などのご案内をさせ
　ていただきます。

表面

裏面

参考：基本チェックリスト

平成25年度



１４広報あんなか　２０１３年６月１日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

もしあなたが市税を滞納してしまうと
～納税は国民の義務です～

　税は私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役割を担っています。福祉や教育、道路整備など、
さまざまな事業を進めるうえで、非常に大切な財源です。
　市税を滞納することは、納期内に納税している大多数の市民との公平性を欠くことになります。また、市の財
政を圧迫し、住民サービスに支障をきたすことになります。このため、市では大多数の納期内納税者の代弁者と
して、「滞納は許さない」を合言葉に、毅然とした態度で、滞納処分（財産差押）に取り組んでいます。

問合せ ▼　収納課収納整理係（☎内線１０８２・１０８４）

○主な滞納処分（財産差押）の取り組み
○住宅ローン返済優先者に対しては不動産を差押し、
公売します。
○給与所得者に対しては、勤務先に給与照会を行っ
たうえで、給与差押をします。
○法人および自営業者に対しては、売掛金などを差
押します。
○生命保険加入者については、納税の担保として差
押します。
○所得税などの国税還付金については、すべて差押
します。

○平成 23・24 年度滞納処分の差押件数･換価状況

納税が困難な人は、一人で悩まず放置せず、早めに相談を

　支払能力があるにも関わらず、遊興費・借金や住宅ローンの返済などを優先し、納税いただけない人などが滞
納処分（財産差押）の対象となります。
　大多数の納期限内納税者の代弁者として、今まで以上に滞納者に対する「財産調査」を徹底して行っています。

納付・相談に応じない人には滞納処分により強制的に徴収します

　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失
業などのやむを得ない事情や、多重債務などにより市
税の納期ごとの納付が困難な場合は、一人で悩まず、
放置せずに、早めにご相談ください。一括納付が難し
い場合には、分割納付にも応じることもできます。ま
ずは、納付できない理由をお聞かせください。

●夜間納税相談窓口
　市役所開庁時間に納税相談ができない人のために、
下表納期限日に夜間窓口を開設しています。

開設日
午後８時まで

　　収 納 課

時間

場所

７月１日（月）
７月31日（水）
９月２日（月）
９月30日（月）

Q1.事前に連絡もなく、預金を差押されました。いつ差
押するか連絡はもらえないのですか？

A1.「いつ差押を執行します」と連絡することはありま
せん。
税金は納期限内に納付いただくのが原則です。納
期限を過ぎても納付がない人には督促状を発送し
ます。「督促状発送日から10日を経過したときは差
押しなければならない」と法律に明記されていま
す。また督促状以外にも、催告書などにより再三納
税の催告をしております。市役所からの通知は必
ず確認してください。

Q2.勤務先に給与照会がきて、勤務先に滞納があるこ
とが知られてしまいました。プライバシーの侵害
ではないですか？

A2.税金を滞納している人に対しては、市は法律に基づ
いて、すべての財産について調査する権限を持っ
ています。調査を受けた勤務先・金融機関などはそ
の調査に協力しなければなりません。また、個人情
報保護法に抵触することはありません。

Q3.分割納付しているのに、事前に連絡もなく差押を
されました。なぜですか？

A3.分割納付は、やむを得ない事情により納期限内に納
付が難しい人への一時的な措置です。財産調査の
結果、納税する資力が十分あると判断した場合、給
与、預貯金、生命保険などの差押を執行していま
す。また、納税の担保として不動産を差押すること
も強化しています。

Q4.住宅ローンがあって納税できません。どうしたら
よいでしょうか？

A4.納税は国民の義務であり、税金はすべての債務に優
先すると法律に定められています。住宅ローンがあ
るため納税できないというのは理由になりません。

Q5.納期限日を過ぎて納付したため、延滞金納付書が
届きました。納付しなければなりませんか？

A5.税金は納期限内納付が原則であり、納期限内に納付し
ている人との公平性を保つため、延滞金を納付してい
ただくことになります。なお、延滞金を納付いただけ
ない場合も、滞納処分（財産差押）の対象となります。

滞納処分に関するよくあるＱ＆Ａ

　 年 　 度 　
預 貯 金　
給 与・年 金　
生 命 保 険　
国税還付金　
売掛金・賃料ほか
不 動 産　

計
換価による税収

平成23年度
512
24
32
99
11
60
738

31,440,069円

平成24年度
759
58
57
138
10
88
1,110

64,026,103円

本
本
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農業委員会からのお知らせ

　

遊
休
農
地
は
、
雑
草
・
雑
木
の

繁
茂
や
病
害
虫
の
発
生
、
さ
ら
に

荒
廃
が
進
む
と
農
地
と
し
て
の

利
用
が
困
難
に
な
り
、
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
な
ど
が
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
化
は
、
周
辺
の
耕
作

者
や
居
住
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
農

村
景
観
や
生
活
環
境
の
悪
化
に

も
つ
な
が
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

農
地
は
あ
な
た
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
と
と
も
に
、
農
地
の
所

有
者
や
地
権
者
は
、
そ
の
農
地
を

適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
す
る

責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。大
切
な

農
地
を
守
る
に
は
、
普
段
か
ら
適

切
な
管
理
を
行
い
、
農
地
の
遊
休

地
化
を
防
止
・
解
消
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
も
、
耕
作
し
き
れ
な

い
農
地
を
、
地
域
農
業
の
担
い
手

に
貸
借
し
て
耕
作
し
て
も
ら
う

こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
と
い
え

ま
す
。

遊
休
農
地
を
な
く
そ
う

問
合
せ
▼　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
☎
内
線
１
４
５
２
）

※10aに満たない場合は作業効率が低下するため、10％加算してください。
※この賃金は目安ですので、ほ場の条件や作業の難易などを考慮して、お互いの話し合いで決めてください。

田 植 作 業

水 稲 作 業

麦 作 業

耕うん作業

養 蚕
　 梅 　
こんにゃく

耕 　 　 　 起
代 　 か 　 き
機 　 械 　 植
育 　 苗 　 代
入 　 手 　 間
バ イ ン ダ ー
自脱コンバイン
自 走 式 脱 穀 機
も み す り 代
乾 　 燥 　 代
入 　 手 　 間
耕 　 　 　 起
麦 ま き 作 業
自脱コンバイン
自 走 式 脱 穀 機
乾 　 燥 　 代
入 　 手 　 間
プ 　 ラ 　 ウ
ロ ー タ リ ー
サ ブ ソ イ ラ ー
抜 　 　 　 根
オ ペ レ ー タ ー
入 　 手 　 間
入 　 手 　 間
入 　 手 　 間

10a
10a
10a
1箱

１日（８時間）
10a
10a
10a
60㎏
60㎏

１日（８時間）
10a
10a
10a
10a
60㎏

１日（８時間）
10a
10a
10a
10a
１時間

１日（８時間）
１日（８時間）
１日（８時間）

7,000
6,000
7,500
420
7,500
8,000
17,000
8,000
800
800
7,500
7,000
7,000
17,000
8,000
800
7,500
8,000
7,000
7,000
30,000
1,500
7,500
7,500
7,500

機械請負
〃

植付のみ
芽出し

機械請負（結束縄請負者もち）
〃
〃

機械請負

機械請負（結束縄請負者もち）
〃

機械請負
〃
〃
〃

危険手当含む

摘　　　　　要
標　　準　　額

単　　　位 賃　　　金（円）
種　　　　　別

平成 25年度農作業標準賃金表

　

平
成
24
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
間
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た

市
内
の
農
地
の
賃
貸
借
に
お
け

る
10
ａ
当
た
り
の
賃
借
料
水
準

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。農
地
賃

貸
借
の
目
安
と
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
農
業
の

担
い
手
不
足
、
有
害
鳥
獣
被
害
の

拡
大
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
耕
作

放
棄
地
・
不
作
付
地
と
い
っ
た

遊
休
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

安
中
市
農
地
賃
借
料
情
報

区　　分
田

（水稲）
畑

（普通畑）
畑

（こんにゃく）

基盤整備状況
整 備 済
未 整 備
整 備 済
未 整 備
整 備 済
未 整 備

平均額
7,000円
6,900円
16,000円
9,400円
20,800円
12,000円

安中市内農地10ａあたりの賃借料水準（年額）

　農繁期に農作業や機械請負をお願いする場合の標準額を定めました。また、平成 21 年 12 月 15 日施行の農地
法の改正により今までの標準小作料制度が廃止されたので、今後は農地賃借料を決定する場合の目安として、農
地賃借料情報を提供いたします。

本



※避難所ごとに対象区域を設定していますが、状況によっては各自の判断で最寄りの安全な避
難所に避難してください。

※★印で示した避難所は、今年度より新規に設置した避難場所です。
※下記の避難所は、河川の浸水想定区域内等に位置するため、水害時には代替避難所に避難し
てください。

・第一中学校体育館　→　安中市文化センター、スポーツセンター、光陽館
・安中公民館　　　　→　安中市文化センター、安中総合学園体育館、安中小学校体育館
・碓東小学校体育館　→　岩野谷公民館、光陽館、安中小学校体育館、安中市文化センター
・板鼻公民館　　　　→　老人福祉センター

１８１８１６広報あんなか　２０１３年６月１日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

　皆さんは災害発生時、どこに避難すればよいかご存じですか？
　市では、地域防災計画の見直しに伴い、一部の地域で新たな避難所の設定および対
象区域の変更を行いました。この機会にご家庭内で話し合い、ご自分の避難場所を把
握しておきましょう。

地区名

安 中

安 中・原 市

原 市

磯 部

東 横 野

安 中・岩 野 谷
岩 野 谷

板 鼻

秋 間

後 閑

松 井 田

松 井 田・臼 井
臼 井
臼 井・坂 本
坂 本

西 横 野

九 十 九

細 野

避　難　所
安中小学校体育館
第一中学校体育館
安中公民館
安中市文化センター
光陽館
★安中体育館
★米山体育館
★安中総合学園高校体育館
原市小学校体育館
旧原市小学校郷原分校
第二中学校体育館
原市保育園
原市公民館
★原市体育館
磯部温泉会館
磯部公民館
磯部小学校体育館
東横野公民館
東横野小学校体育館
★学習の森
碓東小学校体育館
岩野谷公民館
板鼻公民館
老人福祉センター
秋間小学校体育館
秋間公民館
後閑小学校体育館
後閑公民館
上後閑体育館
松井田東中学校体育館
★松井田文化会館
松井田小学校体育館
松井田高校体育館
★松井田第一保育園
臼井小学校体育館
★原体育館
坂本小学校体育館

西横野小学校体育館

松井田南中学校体育館
★松井田第二保育園
九十九小学校体育館
細野ふるさとセンター
細野小学校体育館
松井田北中学校体育館

対　　象　　区　　域
安中３・４区のうち碓氷川より北側の区域
安中２－２区
安中３～５区のうち碓氷川より南側の区域
安中６・８区
安中２区
安中４・５・９区
安中８・９・10・12 区
安中５・７・10・11 区、原市１・２区
原市２・３甲・３乙区
原市７区
原市５・８区
原市９区
原市４・９区
原市３甲・４・６・９区
磯部１・２区
磯部２・３区
磯部３～５区
東横野１～３区
東横野３～６区
東横野５・６区
安中１区、岩野谷１・２区
岩野谷３～７区
板鼻地区の概ね旧国道 18 号線南側
板鼻地区の概ね旧国道 18 号線北側
秋間１・２区、みのりが丘区
秋間３～５区
後閑１・２区
後閑３～５区
後閑５区
上本町区、本町区、新堀中宿区、新町区
上本町区、本町区、新堀中宿区
森崎区、上町区、仲町区、北横町区、紺屋町区
下町区、新田区、南横町区、琵琶ノ窪区
源ヶ原区、五料東区
五料西区、五料中区
横川西区、横川東区、原区、入牧１・２区
坂本１・２区、入牧１・２区
上人見区、法正寺区、塚原区、大王寺区、高野
谷戸区、二軒在家区、別所区
烏留北区、烏留南区、八城東区、八城西区、行田区
八城西区、行田区
下増田区、高梨子区、国衙百石区、小日向区
土塩西区、土塩東区
新井区
上増田東区、上増田西区

安
全･

安
心

安
全･

安
心

安
全･

安
心
に
向
け
て

に
向
け
て

に
向
け
て

－

避
難
所
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

－

問
合
せ
▼

　

安
全
安
心
課
生
活
安
全
係

　
（
☎
内
線
１
１
３
１
）

　

地
域
振
興
課
管
理
係

　
（
☎
内
線
２
１
１
５
）

本松



１９１９ 市  役  所　  市  役  所　  ３８２－１１１１３８２－１１１１１７ 市  役  所　  ３８２－１１１１

広げよう地域に根ざした思いやり

安中地域自殺予防対策連絡会議安中地域自殺予防対策連絡会議

　

私
は
、
会
社
人
間
で
地
域
の

こ
と
や
家
庭
の
こ
と
は
、
す
べ

て
妻
任
せ
で
長
い
間
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。

　

退
職
を
迎
え
る
に
際
し
て
今

後
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
ら
よ

い
か
、
考
え
て
お
り
ま
し
た
と

き
に
民
生
委
員
の
先
輩
か
ら
、

後
任
を
と
の
話
が
あ
り
、
お
受

け
し
て
か
ら
６
年
目
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。

　

実
は
、
会
社
勤
め
を
し
て
い

る
と
き
に
、
忘
れ
ら
れ
な
い
悲

し
い
こ
と
に
出
会
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
、
一
つ
の
職
場

を
持
た
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
仕
事

も
真
面
目
で
、
研
修
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
社
員

が
、
あ
る
日
、
突
然
に
神
様
か

ら
頂
い
た
尊
い
命
を
自
分
か
ら

閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ご

遺
族
の
方
に
お
会
い
し
た
と
き

の
悲
し
み
は
、
言
葉
で
表
現
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
本
人
の
そ
の
お
姿
に
接
し
た

と
き
は
、
言
葉
を
発
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
数
日
前
に
会
っ
て
話

を
し
た
と
き
に
何
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
と

思
っ
た
と
き
に
身
体
に
電
流
が

走
り
ま
し
た
。
今
、
思
え
ば
自

分
が
心
の
扉
を
開
い
て
い
な

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、

研
修
を
重
ね
、
更
に
安
中
市
主

催
の
講
演
「
自
殺
し
た
ら
あ
か

ん
！
」・
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
「
傾
聴
と
は
？
」
の
講
演

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
演
さ
れ
た
先
生
の
相
手
に
真

正
面
か
ら
向
い
、
限
り
な
い
愛

情
を
持
っ
た
熱
意
を
感
じ
心
を

動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

と
考
え
る
と
き
、
自
分
た
ち
に

し
か
持
っ
て
い
な
い
も
の
、
そ

れ
は
、「
地
域
の
中
で
同
じ
景
色

を
見
て
、
同
じ
空
気
を
吸
っ
て

い
る
。
ほ
ん
の
少
し
の
変
化
も

身
体
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
。

一
番
身
近
に
い
る
。」
と
い
う
宝

物
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。

　

こ
の
環
境
を
大
切
に
し
て
、

私
た
ち
は
「
広
げ
よ
う
地
域
に

根
ざ
し
た
思
い
や
り
」
を
行
動

理
念
と
し
て
活
動
を
行
う
こ
と

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
中
の
多
く
の
人
た
ち

と
会
話
を
交
わ
し
、
道
端
で

会
っ
た
と
き
の
「
一
声
運
動
」

に
も
、
よ
り
力
を
入
れ
た
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
研
修
」
も
受
講
し
、
教
え
ら

れ
た
「
こ
こ
ろ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気

づ
い
た
ら
」
を
委
員
全
員
で
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
の
頃
に
良
く

耳
に
し
た
「
向
う
三
軒
両
隣
」

と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
地

域
の
中
に
こ
の
心
が
消
え
な
い

限
り
、
安
心
し
た
地
域
は
守
れ

る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
心
の
一
端
で
も
担
え
る
よ

う
郷
土
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
心

を
持
っ
た
、
民
生
委
員
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
☎
内
線
１
１
５
４
）

－   第  ７  回   －

連絡会議委員

齊藤　智好
（西横野地区民生委員
児童委員協議会会長）

安中地域自殺予防対策
連絡会議委員

齊藤　智好
（西横野地区民生委員
児童委員協議会会長）

安中地域自殺予防対策安中地域自殺予防対策

本

安中市地域防災計画を策定しました安中市地域防災計画を策定しました安中市地域防災計画を策定しました安中市地域防災計画を策定しました安中市地域防災計画を策定しました
　市では、平成20年３月に安中市防災会議により安中市地域防災計画を策定しましたが、平成23年３月
に発生した東日本大震災や今後予想される大規模災害の発生などを考慮し、国の防災計画、県の地域防
災計画の見直しに合わせ、平成25年３月に新たな安中市地域防災計画を策定しました。
　当計画では、市・防災関係機関・市民などがその全機能を発揮し、密接に連携し合い、市内における
風水害、地震、火山災害、事故災害および火災などに対する予防や応急対策、復旧・復興対策を効率的
に推進することが定められています。
　市では、この計画に基づき、市民一人一人の自覚および努力を促すことによって、安中市域における
市民の生命・財産などの被害を軽減することを目指していきます。
※当計画およびパブリックコメント実施結果は、市ホームページから閲覧できます。
※その他詳細につきましては、お問い合わせください。

問合せ ▼　安全安心課生活安全係（☎内線1131）



本
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－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第27回

ま
っ
た
の
か
と
思
い
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
よ

く
話
を
聞
い
て
み
る
と
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
安
心
し
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
お
宅
で
は
、
民
生
委
員
の
訪
問

を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
人
か
ら
は
「
今
ま
で
、
家
に
民
生

委
員
が
来
た
こ
と
は
な
い
よ
。」
と
嫌
味
の
な
い

言
い
方
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
私
な
り
の
考

え
で
す
が
、
民
生
委
員
が
訪
問
し
て
も
い
い
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
民
生
委
員
が
出
入
り
す
る
の
を

嫌
が
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に

待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
も
い
る
の
だ
と
思
う
と
張

り
合
い
が
あ
り
ま
す
。
う
れ
し
い
で
す
。
顔
を
出

し
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
す
る
の
も
大
事
な
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
の
役
割
は
、
窓

口
が
広
く
奥
行
き
の
深
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
親
な
ど
誰
も

が
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
よ
り
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
る
社
会
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
民
生
委
員
の
活
動
を
通
し

て
、
男
女
共
同
参
画
の
大
切
さ
に
つ
い
て
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
▼　

企
画
課
女
性
政
策
係

　
　
　
　
（
☎
内
線
１
０
２
１
）

　

安
中
市
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
に
は
、

１
６
１
人
の
メ
ン
バ
ー
が

い
ま
す
。
女
性
の
委
員
が

多
く
、
総
会
や
研
修
会
な

ど
で
集
ま
る
と
き
に
は
半

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
以
前
、「
女
性
の
方

が
細
か
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
く
か
ら
、
民
生
委
員

に
は
向
い
て
い
る
ん
だ
よ
。」
と
言
っ
た
人
が
い

ま
し
た
。
私
は
な
る
ほ
ど
と
思
っ
て
聞
い
て
い
ま

し
た
。
男
性
が
向
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
の
方
が
よ
り
民
生
委
員
に

向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
仕
事
と
し
て
は
、
乳
幼
児
訪
問
と

い
っ
て
小
さ
い
子
ど
も
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、

声
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
お
宅
に
も
高
齢
者
の
基
礎
調
査
と

い
う
こ
と
で
訪
問
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
く
訪
問
し
て
い
ま
す
。
最
初
は

家
の
場
所
が
分
か
ら
ず
、
図
書
館
で
住
宅
地
図
を

コ
ピ
ー
し
て
、
地
図
を
見
な
が
ら
訪
問
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
面
識
の
な
い
人
に
「
俺
ん
家
に
は
、
民

生
委
員
が
来
ね
ぇ
よ
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

え
っ
！
な
ん
と
い
う
こ
と
を
。
見
落
と
し
て
し

民
生
委
員
と
し
て
思
う
こ
と

   　
　
　
　

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井　

一
代

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
訪
問
販
売
お
断
り
シ
ー
ル
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

ご
希
望
の
人
へ
配
布
し
ま
す
。

　

最
近
、『
訪
問
販
売
』
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
業
者
に
よ
る
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

巧
妙
な
手
口
に
よ
り
、
誰
で
も
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

相
次
ぐ
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
「
訪
問
販
売
お
断
り
シ
ー
ル
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

訪
問
販
売
で
被
害
や
苦
情
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
の

玄
関
付
近
な
ど
に
シ
ー
ル
を
貼
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
を
防
ぐ
の
が

ね
ら
い
で
す
。

　

消
費
者
団
体
連
絡
会
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
お
よ
そ
60
％
の
家
庭

で
「
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
か
ら
悪
質
な
訪
問
販
売
が
減
っ
た
」
と
言
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

【
シ
ー
ル
配
布
方
法
】

◆
シ
ー
ル
を
希
望
す
る
人
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、
早

め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

本

訪問販売を希望しない場合に、
玄関やポストなど、訪問者が
すぐ目に付く場所に貼ってく
ださい。

屋外用シール

電話機の近くなど、すぐ目に
つく場所に貼ってください。

屋内用シール
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市民パソコン教室

安中市文化センター　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP24をご確認ください

問
合
せ

安中市文化センター松井田文化会館
今月のピックアップ

松井田文化会館　　☎３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP24をご確認ください

問
合
せ

催し物ガイド （５月14日現在の情報です。詳細はお問い合わせください。）

６月1日から７月15日までのスケジュール
初夏の映画鑑賞会「東京家族」
　６月23日（日）
　（一部）　10:45開場　11:00上映
　（二部）　13:45開場　14:00上映
　主催：松井田文化会館
　入場：（全席自由）　一般　前売800円　当日1,000円
第35回少年の主張安中市大会
　７月10日（水）　13:00開場　13:30開演
　主催：　生涯学習課　入場：無料

オカリナ演奏会
　６月15日（土）　13:30開場　14:00開演　主催：峠の風の音
　入場：無料
パッチワーク作品展
　６月21日（金）～23日（日）
　9:00～17:00（23日は15:00まで）
　主催：キルトスペース優楽里　入場：無料

絵画展示
　６月５日（水）～９日（日）
　9:30～17:00（５日は12:00から 、９日は15:00まで）
　主催：笹山勝雄　入場：無料
第38回松美展
　６月13日（木）～16日（日）
　9:00～17:00（16日は15:30まで）
　主催：松井田美術クラブ　入場：無料
「よい歯のコンクール」標語・ポスター等展示
　７月５日（金）13:00～９日（火）12:00
　主催：　学校教育課　入場：無料

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー

松

松

今月のピックアップ

　パソコンに関してお困りの皆さんをボランティア
講師がサポートします。
日時 ▼毎週木・土曜日午後１時30分～３時30分
場所 ▼文化センターパソコン室
料金 ▼無料
※予約不要、直接会場へお越しください。
※開催日程は行事カレンダーをご覧ください。

初心者パソコン講座
　パソコン初心者のためにボランティア講師による
パソコン講座を開催しています。パソコン操作の基
礎からワード、エクセルなど、内容別の講座です。
　１講座計12時間で、今年度は２回の開催を予定し
ています。今年度第１回目は６月１日から開催してお
りますが、まだ空いている講座もございますので参加
ご希望の人はお問い合わせください。講座の内容など
詳しくはお知らせ版５月11日号をご覧ください。

安中市暴力排除推進協議会　群馬県警音楽隊コンサート
　６月３日（月）　15:00～16:00　入場：無料
　問合せ：安中市暴力排除推進協議会（☎381-0110）
安中青年会議所　40周年記念式典
　６月８日（土）　15:00～16:30　入場：無料
　問合せ：安中青年会議所（☎382-2824）
安全運転管理者法定講習会
　６月17日（月）　11:00～17:30　入場：関係者
　問合せ：安中市交通安全協会（☎382-0211）
安中市私立幼稚園父母の会連合会　教育振興大会
　６月21日（金）　10:00～12:00　入場：関係者
　問合せ：安中市私立幼稚園父母の会連合会（☎381-0394）
安中青年会議所　40周年記念公演
　７月７日（日）　13:00～15:00　入場：無料
　問合せ：安中青年会議所（☎382-2824）

初心者パソコン講座
　６月１日（土）～28日（金）
　７月６日（土）、７日（日）　9:00～16:00
　会場：２Fパソコン室　入場：要申込
市民パソコン教室
　６月６、20、22日、７月４、11、13日（木、土）
　13:30～15:30　会場：２Fパソコン室
　入場：無料
市民の茶席
　６月15日（土）　10:00～15:00
　会場：２Ｆ茶室　入場：無料
市民パソコン教室「タブレット端末やスマートフォンに親しもう」
　６月22日（土）　9:00～12:00
　会場：２Fパソコン室　入場：無料
おもしろ科学教室「カラフル海ホタルを作ろう」
　６月22日（土）　9:30～12:00
　会場：３F大会議室　入場：要申込
図書読み聞かせ
　６月22日（土）　14:00～15:00
　会場：１F談話コーナー　入場：無料
　問合せ：安中市図書館（☎381-0529）
写真取り込み講座
　６月29日（土）、30日（日）　9:00～1600
　会場：２Fパソコン室　入場：要申込

６月1日から７月15日までのスケジュール

学
習
室
な
ど

ホ
ー
ル

　1977年11月25日シングル「あ
んたのバラード／世良公則＆ツ
イスト」でデビュー。シングル「銃
爪（ひきがね）」はオリコンシング
ル年間１位を獲得。1978年発売
のデビューアルバム「世良公則＆
ツイスト」がオリコン１位を記

録。1981年にツイストを解散。その後はソロとして
音楽活動を開始。映像の仕事も併せて始める。
　みなさんも是非、この機会に “本格的なロック
ミュージック”と“魅力的な歌声”に触れてみてはいか
がでしょうか？　ご来場、お待ちしております。
日　　時 ▼７月28日（日）
　　　　　午後６時～（開場：午後５時30分）
場　　所 ▼松井田文化会館　大ホール
チケット ▼全席指定　一般　前売券3,500円
　　　　　　　　　　　　　当日券4,000円
※松井田文化会館の窓口にて、チケット好評発売中。
※前売りで完売した場合は、当日券はございません。
※未就学児のご入場は、ご遠慮ください。
企画：ミスターセラ・プロジェクト
制作：ティー・エム・エッヂ

　

世良公則
ソロ・アコースティックライブ
O-Kiraku　LIVE　2013
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生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.84

出前講座のご案内
　市では、市民の皆さんの要望に応じて、市の行政情報および専門知識を有する職員を皆さんが主催する学習の
場の講師として派遣（出前）します。
　なお、ご利用方法は次のとおりです。ぜひご活用ください。
対　象 ▼市内に在住・在勤・在学する人で構成する 10人以上の団体
日　時 ▼休日および祝日を除く午前９時から午後９時までの２時間以内
会　場 ▼市内（会場確保および準備は利用者が行ってください）
講師料 ▼無料（会場使用料などは除きます）
申込み ▼利用予定日の１カ月前までに各担当課へ直接お申し込みくさだい（担当課

調整の結果、お受けできない場合もあります）。講座内容や申込書は市ホー
ムページに掲載してあります。詳しくは各講座の担当課へお問い合わせく
ださい。

◉ 平成25年度　安中市出前講座メニュー（平成25年4月1日現在）
講　　座　　名

選挙のはなし

情報公開のはなし

市のまちづくり

男女共同参画について

行政改革について

市の財政状況について

我が家の固定資産税は

国保税のしくみ

やさしい税金のはなし

戸籍のはなし

国民健康保険のはなし

後期高齢者医療制度のはなし

知っておきたい国民年金

市の環境について

市の防犯について

市の防災について

交通安全講座

悪徳商法対策

ごみの減量をめざして

担　当　課

法制課

法制課

企画課

企画課

企画課

財政課

税務課

税務課

税務課

市民課

国保年金課

国保年金課

国保年金課

環境推進課

安全安心課

安全安心課

安全安心課

安全安心課

碓氷川クリーンセンター

講　　座　　名

碓氷川熱帯植物園について

障害者の福祉サービス

やさしい手話

乳幼児の健康管理

介護保険のしくみ

高齢者福祉サービスについて

安中市の観光

水のはなし

環境にやさしい下水道

わたしたちの市議会

農業委員会について

やさしい人権学習

生涯学習のまちづくり

市の文化財について

市内遺跡発掘調査について

学習の森施設について

安中市の歴史と人物について

レクリエーション教室

マラソン・ウォーキング教室

担　当　課

碓氷川クリーンセンター

福祉課

福祉課

健康づくり課

介護高齢課

介護高齢課

商工観光課

上水道工務課

下水道課

議会事務局

農業委員会事務局

生涯学習課

生涯学習課

学習の森

学習の森

学習の森

学習の森

体育課

耕地建設課（吉田）

問合せ ▼　生涯学習課生涯学習係（☎内線２２４５）

松

松
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ふ
る
さ
と
人
物
伝
⑪

　
　
　

林
遊
謙（
大
野
九
郎
兵
衛
）

学
習
の
森　

文
化
財
係

ゆ
う

け
ん

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

は
、初
老
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
百
歳
を
超

え
る
長
寿
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
通

説
で
は
、
大
野
九
郎
兵
衛
は
あ
だ
討
ち
後
、
変
名
を
使
っ

て
京
都
に
隠
棲
し
数
年
を
経
ず
し
て
亡
く
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
遊
謙
が
九
郎
兵
衛
だ
っ
た
と
い
う
説

は
、甚
だ
疑
問
で
は
あ
り
ま
す
。し
か
し
磯
部
周
辺
に
は
、

吉
良
上
野
介
の
領
地（
人
見
村
に
二
六
〇
石
、
中
野
谷
村

に
四
〇
石
、藤
岡
の
白
石
に
七
〇
〇
石
）が
多
く
、秋
間
に

は
、
四
十
七
士
を
弔
っ
た
忠
僕
元
助
の
伝
承
が
有
り
ま

す
。本
市
は
、
忠
臣
蔵
に
縁
の
深
い
土
地
柄
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
遊
謙
に
限
ら
ず
、
禄
を
失
っ
た
武
士
が
寺
子
屋

の
師
匠
に
な
る
こ
と
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。江
戸
時
代
の
庶
民
は
、
村
で
生
活
す
る
場

合
も
奉
公
に
出
る
場
合
も
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
は
必
要

な
も
の
で
、
寺
子
屋
の
師
匠
は
、
社
会
に
出
て
い
く
た
め

に
必
要
な
教
育
を
授
け
て
く
れ
る
存
在
で
し
た
。き
っ
と

遊
謙
も
子
ど
も
た
ち
に
慕
わ
れ
、村
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。も
し
か
し
た
ら
、
大
野
九
郎

兵
衛
の
伝
承

は
、
遊
謙
へ
の

尊
敬
と
彼
の
謎

の
多
い
人
生
が

重
な
り
生
ま
れ

た
も
の
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん

（
終
わ
り
）。

平成２４年度
　「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）
竹鼻　脩真

（松井田南中１年）

　

林
遊
謙
は
、江
戸
中
期
に
磯
部
の
神
明
に
あ
っ
た
養
学

院
と
い
う
寺
に
住
み
つ
き
近
所
の
子
ど
も
に
読
み
書
き

を
教
え
て
い
た
浪
人
で
す
。磯
部
に
は
、
遊
謙
を
「
忠
臣

蔵
」の
逐
電
家
老
と
し
て
有
名
な
大
野
九
郎
兵
衛
で
あ
る

と
す
る
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。伝
承
で
は
、
遊
謙
が
亡

く
な
っ
た
あ
と
村
人
が
、遊
謙
の
遺
品
の
中
か
ら
大
石
内

蔵
助
の
書
状
を
発
見
し
て
、遊
謙
が
実
は
大
野
九
郎
兵
衛

で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た

大
野
九
郎
兵
衛
は
、芝
居
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な

卑
怯
な
人
物
で
は
な
く
、筆
頭
家
老
の
大
石
内
蔵
助
が
あ

だ
討
ち
に
失
敗
し
た
場
合
に
備
え
て
、第
二
の
刺
客
と
し

て
吉
良
上
野
介
の
領
地
（
人
見
村
）
に
近
い
磯
部
に
潜
伏

し
て
い
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。し
か
し
大
石
ら
赤
穂
四
十

七
士
が
見
事
あ
だ
討
ち
本
懐
を
遂
げ
た
の
で
、逐
電
家
老

の
汚
名
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
た
と
い
う
の
で
す
。不
思

議
な
こ
と
に
遊
謙
の
墓
は
、東
上
磯
部
の
松
岸
寺（
写
真
）

と
下
磯
部
の
普
門
寺
に
あ
り
、普
門
寺
の
墓
に
は
寛
延
四

年（
一
七
五
一
）の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。も
し
こ
れ

が
没
年
だ
と
す
れ
ば
、
大
野
九
郎
兵
衛
は
、
浅
野
内
匠
頭

が
刃
傷
事
件
を
起
こ
し
た
元
禄
十
四
年（
一
七
〇
一
）に

問合わせ先 ▼

安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel.027-382-7622　Fax.027-382-7623
Mall:furusato@des.city.annaka.gunma.jp

新
島
襄
関
連
資
料
特
別
展
示

初
公
開

　

安
中
市
在
住
の
星
野
照
夫
氏
と
佐
藤
佳
丈
氏
が
所
蔵
す
る
新
島
襄
関

連
資
料
を
ふ
る
さ
と
学
習
館
常
設
展
示
に
て
期
間
限
定
で
展
示
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
▼
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

場    　

所
▼
安
中
市
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
館
料
▼
一
般
１
０
０
円　

高
校
生
以
下
無
料

展
示
資
料

・
高
嶋
流
起
請
文
（
新
島
襄
花
押
血
判
あ
り
）【
星
野
照
夫
氏
所
蔵
】

・
新
島
襄
自
記
筆
署
名
入
り
扇
【
佐
藤
佳
丈
氏
所
蔵
】

・
は
が
き
（
山
本
覚
馬 

伊
勢
時
雄
よ
り
）【
佐
藤
佳
丈
氏
所
蔵
】

・
新
島
み
よ
（
新
島
襄
姉
）
書
状
【
佐
藤
佳
丈
氏
所
蔵
】

・
佐
藤
ま
き
（
新
島
襄
姉
）
写
真
【
佐
藤
佳
丈
氏
所
蔵
】

・
新
島
襄
家
族
写
真
【
佐
藤
佳
丈
氏
所
蔵
】

林遊謙の墓（松岸寺）林遊謙の墓（松岸寺）

新島襄直筆署名入り扇新島襄直筆署名入り扇

新島みよ（新島襄姉）書状新島みよ（新島襄姉）書状

た
く
み
の
か
み

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．
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　３月２４日（日）に坂本小学校体育館で、坂本小学

校閉校式が開催されました。閉校式では鼓笛演奏や

合唱などが行われ、式を華やかに彩りました。明治８

年に開校し、１３８年という長い歴史の幕が下ろさ

れました。

坂本小学校閉校式

　４月１日付けで「安中市暴力団排除条例」が制定

されました。これを機に本市と安中警察署との連

携・協力を一層、強固なものとするべく本市の事業

から暴力団を排除することを目的とした「協定」が４

月１日（月）に結ばれ、相互の情報提供や支援が迅速

かつ的確に行われるようになりました。

暴力団排除に関する協定書の締結

　３月２７日（水）に鉄道文化むらで、新トロッコ機関

車シェルパくんの出発式が開催されました。シェル

パくんは、公募により決定した外装デザインに身を

まとい、峠の湯駅までの道のりを勇ましい姿で進ん

で行きました。

シェルパくん出発式

　春の全国交通安全運動が４月６日（土）から１５日

（月）の日程で行われ、６日には安中警察署前と国道

１８号松井田バイパス松井田信号付近で、交通安全

団体の皆さんや市観光キャンペーンレディ、こうめ

ちゃんが参加して、街頭指導を行い交通安全を訴え

ました。

春の全国交通安全運動

ANNAKAANNAKA

いろろいろろろ ろ

できごとできごとできごとできごとできごと
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市役所

 「
平
成
25
年
度
ぐ
ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事
業
」

　

群
馬
県
で
は
、
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
（
群
馬
県
内
産
木
材
を
使
用
し
た

認
証
製
材
品
）
を
構
造
材
ま
た
は
内
装
材
に
使
用
し
て
、
県
内
に
自
分

の
居
住
用
の
住
宅
を
建
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
額
は
、
最
高
１
０
０
万
円
で
、
募
集
戸
数
（
予
算
）
の
範
囲
内

で
申
請
の
先
着
順
に
補
助
し
ま
す
。

　

●
構
造
材
補
助
（
募
集
戸
数
７
２
０
戸
）

　
「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
を
構
造
材
に
60
％
以
上
使
っ
た
、
在
来
軸
組

工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法
に
よ
る
新
築
住
宅
の
建
設
・
購
入
に
対
し
て

補
助
し
ま
す
。

　

補
助
額
は
、
工
法
、
柱
材
の
太
さ
、
延
床
面
積
と
ぐ
ん
ま
優
良
木
材

の
使
用
割
合
に
応
じ
て
20
万
円
〜
80
万
円
、
更
に
、
基
準
を
満
た
し
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
場
合
は
、
20
万
円
を
上
乗
せ
し
て
補
助
し
ま
す
。

　

●
内
装
材
補
助
（
募
集
戸
数
50
戸
）

　
「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
を
内
装
材
に
10
㎡
以
上
使
っ
て
、
新
築
住
宅

を
建
設
・
購
入
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
補
助
し
ま
す
。
補
助

額
は
、
３
，
０
０
０
円
／
㎡
（
上
限
額
15
万
円
）
で
す
。

申
込
み
方
法
▼
所
定
の
申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
先
▼
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
品
質
認
証
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
▼

ぐ
ん
ま
優
良
木
材
品
質
認
証
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
７

－

２
６
６

－

８
２
２
０
）

県
庁
林
業
振
興
課
（
☎
０
２
７

－

２
２
６

－

３
２
４
１
）

ぐ
ん
ま
優
良
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
に

　
　
　

１
棟
最
大
１
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
25
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
26
年
１
月
１
日
ま
で
に
新

築
・
増
築
し
た
家
屋
を
対
象
に
、
来
年
１
月
下
旬
ま
で
家
屋
調
査
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
工
事
が
完
了
し
た
家
屋
の
調
査
日
に
つ
い
て
都
合
の

よ
い
日
時
を
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
「
除
却
届
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
除
却
届
は　

住
民
課
税
務
保
険
係
で
も
申
請
で
き
ま
す
）

問
合
せ
▼　

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
☎
内
線
１
０
６
８
）

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

新島襄・八重子展
　現在、大好評中の新島襄・八重子展が、６月４日（火）
から「（ステージ２）結婚から終焉」として切り替わり
ます。12月23日（月・祝）まで開催しておりますのでぜ
ひお越しください。
会　　場 ▼旧碓氷郡役所
開館時間 ▼9:00～17:00（12月は16:30閉館）
閉 館 日 ▼毎週月曜日（祝日を除く）・月曜祝日の翌日
問 合 せ ▼　商工観光課観光係（☎内線2624）

本

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION市民

松

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
国
道
・
国
税
・

登
記
な
ど
の
国
の
業
務
、

地
方
公
共
団
体
が
国
か
ら

委
任
や
補
助
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
国
民
年
金
・

生
活
保
護
な
ど
の
業
務
に

つ
い
て
、
相
談
者
へ
の
助

言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の

通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報

酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

行政相談委員の皆さんを紹介します

小堀　眞知子さん
（新任）

員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
毎
月
の
人
権
相
談
や

啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、

皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。
日
常
生
活

の
中
で
、
人
権
問
題
だ
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
人
権
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

松
井
忍
さ
ん
が
４
月
１

日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

の
委
嘱
を
受
け
、
人
権
擁

護
委
員
に
就
任
（
新
任
）

し
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委松井　忍さん 鈴木　改さん

（再任）
髙橋　宏明さん

（再任）

新しい人権擁護委員を紹介します

松



１９１９
市
  役
  所
　
  

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

３
８
２
－
１
１
１
１

２５
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
６
月
１
日
～
７
月
１
５
日
）

行
政
相
談

　
　
6/
6・
20
　
7/
4　
9時
～
12
時

　
　
6/
3　
7/
1　
13
時
30
分
～
16
時

無
料
法
律
相
談

　
　
6/
7・
21
　
7/
5　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
　
法
制
課
（
☎
内
線
10
43
）

人
権
相
談

　
・
　
　
6/
6　
13
時
30
分
～
16
時

家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
　
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

　
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
毎
月
第
二
金
曜
日
　
9時
30
分
～
11
時
30
分

妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

　
・
　
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

消
費
生
活
相
談

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
　
敷
地
内
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
９
時
～
16
時
（
☎
38
2－
22
28
）

労
働
相
談

　
　
6/
4・
18
　
7/
2・
16
　
13
時
30
分
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線
26
21
）

無
料
税
務
相
談

　
　
6/
20
　
7/
4　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
　
税
務
課
（
☎
内
線
10
61
）

障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
　
･　
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

介
護
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
　
・
　
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
　
介
護
高
齢
課
（
☎
内
線
11
89
）

　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課
（
☎
内
線
21
55
）

心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
30
分
～
16
時

青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
市
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

相
  談
  案
  内

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

38
2-
28
91

38
1-
23
22

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

オ
オ
カ
ワ
ラ
住
器

反
町
備
工

第
一
設
備
工
業
㈲

㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
1-
66
16

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

38
2-
19
87

39
3-
34
20

38
5-
87
69

38
2-
52
62

Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

６
月
１
日
→
７
月
１
５
日

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

６
月
２
日
・
16
日
　
７
月
７
日

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｊ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｗ

Ｔ
・
Ｖ
・
Ｚ

Ｕ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｂ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｊ
・
Ｒ

Ａ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｍ
・
Ｑ

Ｃ
・
Ｉ
・
Ｏ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｗ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｚ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｔ
・
Ｕ
・
Ｖ

Ｂ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｗ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｚ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｊ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ａ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｍ
・
Ｒ

Ｃ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｑ
・
Ｗ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｚ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ｊ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ａ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｗ

Ｈ
・
Ｑ
・
Ｚ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｍ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｃ
・
Ｇ
・
Ｋ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日７
　
　
月

６
　
　
月

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

健
康
通
信

　
５
月
末
頃
、
今
年
度
の
検
診
対
象
者
全
員
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で

「
受
診
票
シ
ー
ル
」と
「
受
診
票
」な
ど
を
送
付
し
ま
し
た
。希
望
の
検
診
に

つ
い
て
、
集
団
検
診
ま
た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。受
診
の
際
は
封
筒
に
入
っ
て
い
る
「
受
診
シ
ー
ル
」
が
必
ず
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、　
健
康
づ
く
り
課（
☎
内
線
11
72
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
の
各
種
検
診
が
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

本本 松 本

本

本

本

本
本

本

本

本

本

本

松

松

松

松

松

松
松本

松

松

本

行
　
　
事
　
　
名

●
週
末
よ
し
も
と「
お
笑
い
ま
つ
り
ｉ
ｎ
安
中
」

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
8:3
0
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
第
３
回
竹
細
工
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
春
季
・
夏
季
企
画
展
　
講
演
会

　
学
習
の
森
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
新
島
襄
・
八
重
子
展

　
ス
テ
ー
ジ
２
：
結
婚
か
ら
終
焉

　
旧
碓
氷
郡
役
所
　（
～
12
/2
3）

●
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
市
民
献
血

　
　
　
10
:0
0
～
12
:0
0　
13
:0
0
～
15
:3
0

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
7～
 9
 月
）

　
旧
安
中
市
屋
外
施
設

　
　
　
18
:3
0 
～

　
旧
松
井
田
町
屋
内
外
施
設

　
　
　
18
:3
0 
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
7
～
 9
月
）

　
旧
安
中
市
屋
内
施
設

　
　
　
18
:3
0 
～

●
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
第
４
回
竹
細
工
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0
～

１８１８２
４

広
報
あ
ん
な
か
　
２
０１
３
年
６
月
１
日
号

＝
本
庁
舎

＝
松
井
田
庁
舎

＝
谷
津
庁
舎

＝
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

＝
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

本
松

谷
ク

ス

休
館
の
ご
案
内

恵
み
の
湯
 

6/
4・
18
　
7/
2

峠
の
湯
 

6/
11
・
25
　
7/
9

鉄
道
文
化
む
ら
 

6/
4・
11
・
18
・
25
　
7/
2・
9

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

 
6/
4・
11
・
18
・
25
・
28
※
　
7/
2・
9

文
化
会
館
 

6/
3・
10
・
17
・
24
・
30
　
7/
1・
8

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
 
6/
4・
11
・
18
・
25
　
7/
2・
9

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

 
6/
3・
10
※
・
17
・
24
※
　
7/
1・
8※

学
習
の
森（
※
は
ふ
る
さ
と
学
習
館
の
み
休
館
で
す
）

 
6/
4・
11
・
18
・
25
　
7/
2・
9

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
6/
3・
10
・
17
・
24
　
7/
1・
8・
15

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

日 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

曜
日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

行
　
　
事
　
　
名

●
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）9
:0
0
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）9
:0
0
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
閉
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
市
民
の
茶
席

　
文
化
セ
ン
タ
ー
10
:0
0
～
15
:0
0

●
第
５
回
竹
細
工
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
お
も
し
ろ
科
学
教
室

　「
カ
ラ
フ
ル
海
ほ
た
る
を
作
ろ
う
」

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
30
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
トフ
ォン
に
親
し
も
う

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:0
0

●
初
夏
の
映
画
鑑
賞
会「
東
京
家
族
」

　
文
化
会
館
　
11
:0
0
～
・
14
:0
0
～

　（
開
場
各
15
分
前
）

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
12
:0
0

●
第
７
回
農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
11
:0
0
～

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

６
月
１
日
→
７
月
１
５
日

曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

日 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
12
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
12
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
12
:0
0

●
写
真
取
り
込
み
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
春
季
・
夏
季
企
画
展
　
現
地
見
学
会

　
7:
00
～
19
:0
0（
予
定
）

●
写
真
取
り
込
み
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
夏
休
み
映
画
会
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

　
文
化
会
館
　
9:
00
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動（
～
7/
20
）

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
う
す
い
街
道
寄
席
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

　
文
化
会
館
　
9:
00
～

６
月

※
毎
週
月
曜
日
は
市
民
交
通
安
全
日
、毎
月
１
日
は
県
民
交
通
安
全
日
で
す
。

※
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
は
11
日（
火
）に
全
質
問
が
終
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C I N E M A

　半世紀のあいだ、時にやさしく温かく、時に厳しくほろ苦く、その時代、時代の〈家
族〉と向き合い、見つめ続けてきた山田洋次監督。監督生活50周年、監督作81本目とな
る最新作『東京家族』は、小津安二郎監督の『東京物語』をモチーフにした、〈今の家
族〉の物語です。
　物語は、瀬戸内海の小島で暮らす平山周吉と妻とみこが、子どもたちに会うために東京
へやって来るところから始まります。大切なのに煩わしい。誰よりも近いはずなのに、
時々遠くに感じてしまう。東京で再会した家族の触れ合いとすれ違いを通して映し出され
る、どこにでもある家族の風景。しかし、日々の生活の中で“あたりまえ”だと思っている
中にこそ、かけがえのない幸せがある―そんな大切なことを教えてくれる映画です。そし

て、切なく、希望に満ちたエンディングの後に込み上げるのは、「家族に会いたい」という想いです。
　今を生きる家族を通して、ご覧になられる皆さんに大きな共感の笑いと涙をお届けします。
　また、この作品は日本映画を支える橋爪功、吉行和子などの実力派キャストに加え、音楽は久石譲が担当。優しく叙情的
な旋律で、家族のエピソードを際立たせています。どうぞ、ご期待ください。
日　　時 ▼６月23日（日）　一部：午前11時～（開場：午前10時45分）
　　　　　　　　　　　　　 二部：午後２時～（開場：午後１時45分）
場　　所 ▼松井田文化会館　大ホール
チケット ▼全席自由

初夏の映画鑑賞会「東京家族」 ～日本映画界の巨匠・小津安二郎に捧げる、
　　　　　　　山田洋次監督50周年記念作品～

一般
前　売
800円

当　日
1,000円

※松井田文化会館、安中市文化センターの各窓口にて、チケッ
ト好評発売中。

※前売りで完売した場合は、当日券はございません。

安中市総合計画「後期基本計画」を策定しました安中市総合計画「後期基本計画」を策定しました安中市総合計画「後期基本計画」を策定しました
　市ではこの度、「安中市総合計画」に定めた「前期基本計画」が平成 24 年度をもって満了となった
ことから、最近の時代潮流や市民ニーズの変化などを踏まえ「前期基本計画」を見直し、平成 29 年度
を目標年次とする「後期基本計画」を新たに策定しました。
　「後期基本計画」は、基本構想に掲げた市の将来像を実現するために必要な市政の各分野における施
策を定め、これを推進するための指針として、今後５年間の市の取り組みの方向性を示しています。
　後期基本計画の情報は市ホームページに掲載しています。また、概要版を　（企画課、総合案内）、　
地域振興課、安中市文化センター、松井田文化会館、各地区公民館に配置してあります。
問合せ ▼　企画課企画調整係（☎内線 1021）

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

本

本

松

「風しんの予防接種」費用の一部を助成します「風しんの予防接種」費用の一部を助成します「風しんの予防接種」費用の一部を助成します
　関東地方では首都圏などを中心に、風しん患者の報告が続いています。
　市では風しんの流行に伴う緊急対策といたしまして「風しん予防接種費用の一部助成」を実施いたします。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

本

１．妊娠を予定または希望している女性　２．妊娠を予定または希望している女性の夫
　ただし次の人は除きます。
　　①風しんの罹患歴のある人　②風しんの予防接種をうけたことがある人
　　③妊娠中の人または、妊娠の可能性のある人
　　　※接種後、２カ月は避妊する必要があります。
　　　※罹患歴や予防接種をうけたか不明の人は医師の判断となります。
平成25年４月１日から平成26年３月31日まで
１．麻しん風しん混合ワクチン予防接種　１回限り　５，０００円
２．風しん単独ワクチン予防接種　　　　１回限り　３，０００円
１．市内の指定医療機関には「助成券」が設置してありますので、必要事項を記入し健康保険証
と一緒に窓口に提出してください。

　　　※市からの助成額を差し引いた金額を医療機関へお支払いください。
　　　※接種する際には、事前に予約が必要となります。
２．平成25年４月１日以降に市内の指定医療機関（助成券を利用しなかった人）または市外の医
　療機関で接種をうけた人は償還払いとなります。

　　　■持参するもの　　①領収書（ワクチン名と接種費用のわかるもの）
　　　　　　　　　　　　②印鑑（朱肉を使うもの）　③振込先を確認できるもの

対 象 者

助 成 期 間
助成の対象となる
予防接種と助成金額

申 請・利 用 方 法

問合せ ▼　健康づくり課予防係（☎内線 1172）　　※詳細はお問い合わせください。


